
⑨教職員の業務の精選。

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

（１）教育課程

教育目標の具現化に向けて、
校務分掌の垣根を越えて課題
を共有、解決できる場を設定
する。
新学習指導要領

・学校評価検討委員会を計画・運営す
る。その中でそれぞれの分掌の現状と課
題を集約し、共有・検討できるような教育
課程の立案、施行、評価を行う。
・カリキュラムマネジメントを意識し、教科
横断的な視点で教育課程を行う。
・職員会議においては、部会・学年打ち合
わせ等を有効に活用し、提案及び協議内
容を精査し、スリム化をはかる。
・教職員用のマニュアルを活用し、全職員
が共通理解をはかりつつ業務、指導にあ
たる。

・学校評価検討委員会を適宜開
催し、①今年度の重点目標、具
体的施策の検討②成果と課題、
改善策の検討③来年度重点目
標の設定を行い、教育目標の具
現化に役立てる。
・学校評価アンケートの教育課
程の項目「お子さんは楽しく学校
に行っていますか」、「学校は楽
しいですか」で肯定的な意見が
90％を超える。(昨年度94％、
86％)
・教職員用内部アンケートで、
「各分掌・職員会議などにおいて
業務改善がなされたか」で肯定
的な意見が85％を超える。(昨年
度82％)

B

（成果）
・学校教育目標・重点目標を意識して教育活動に取り組むことが
できた。
・児童アンケート「学校行事は楽しいですか」で肯定的な意見が
94％（昨年度94％）、保護者アンケート「お子さんは楽しく学校に
行っていますか」で肯定的な意見が95％（昨年度94％）、「お子さ
んは学校行事に楽しく参加していますか」で肯定的な意見が98（昨
年度97％）
で、昨年度と同等であった。
・教職員用内部アンケートで、「各分掌・職員会議などにおいて業
務改善がなされたか」で肯定的な意見が96％で（昨年度82％）大
幅な改善が見られた。
・コロナ禍であったが、計画的に学習内容を終わらせることができ
た。
（課題）
①児童アンケート「学校は楽しいですか」で肯定的な意見が87％
(昨年度86％)であった。
②新型コロナウイルス感染流行のため、業務改善できなかったも
のもあった。また、感染予防対策のため、会議や研修の回数・時
間が多くなった。

（課題改善）
①学校を楽しいと感じる児童が90%を上回るように、児童
が自己肯定感を高められるような取り組みを各部と連携
して進めていく。
②今年度実施できなかったことについては、今後も検討
し、継続して取り組んでいく。

・コロナの影響で例年と違った1年と
なったが、アンケート結果が概ね昨年
と同等で維持されており、先生方の取
り組みに感謝している。

・学習内容は繰り越す事なく終わられ
ているが、休校等の影響で詰め込み
になっている可能性もあるので、新年
度のスタート時にはしっかりと確認して
ほしい。

（２）学習指導

・伝え合いひびき合う学びをめ
ざして、「聴く」「話す」「話すた
めの書く」力を育成するため
の手立てを研究する。
・子どもたちの思考を深めるた
めに、交流の場を活性化する
手立てを追究する。

・子どもたちの思考を深めるための「二つ
目の問い」の共通認識を確かなものに
し、授業研究を進める。
・配慮を要する児童に対する手立てを具
体化し、全ての子の授業参加を促す。
・他教科研究の取り組みを、個人から全
体に広げ、職員全体の指導力向上を図
る。
・ミニ講座を実施する。

・教職員用内部アンケー、「本校
の教師は『伝え合いひびきあう
学び』を目指した授業を意識して
いる」の肯定的意見の割合が９
割を超える。（昨年度94％）
・児童アンケート「学校の授業は
わかりやすいですか」の肯定的
意見の割合が９割を超える。（昨
年度93％）
・保護者アンケート「お子さんは
学力が定着していますか」の肯
定的意見の割合が昨年度を上
回る。（昨年度84％）

B

(成果)
・児童アンケート｢学校の授業はわかりやすいですか」では肯定的
な意見が９４％（昨年度９３％）で、目標を達成することができた。
・保護者アンケート「お子さんは学力が定着していますか」では肯
定的な意見が８４％（昨年度８４％）で、目標を達成することができ
た。
・児童、保護者アンケートともに、「はい」「どちらかと言えばはい」
という肯定的意見は大幅には増えていないが、内訳を見ると「は
い」の割合が昨年度より上がっていた。（児童５７％→６１％、保護
者３５％→３９％）
（課題）
教職員用内部アンケート「本校の教師は『伝え合いひびきあう学
び』を目指した授業を実践している」では肯定的な意見が７３％で、
目標を大幅に下回った。
①コロナ禍で授業の在り方を大きく制限され、本校が研究の取り
組みの１つとしている「交流」を授業に取り入れにくかった。
②コロナ禍で研究授業が学年単位となり、全体で研究を進める機
会が少なかった。
③研究の方針の不透明さがあった。

（課題改善）
①ペアトークやグループトーク以外の交流の仕方につい
て、研究を進める。
②学年研究、個人研究（他教科研究授業）を日常化でき
るよう機会を確保し、取り組みの様子を校内で共有する。
③具体的な山場のむかえ方や発問の在り方を、研推だ
よりや授業公開、模擬授業等を通し、共通理解を図る。

・コロナの収束には時間が掛かり、2年
程度は通常に戻れない事態も想定さ
れるため、具体的施策も様々なケース
を考え、研究の方法等検討し、指導力
向上を目指してほしい。

（３）生活指導

・問題行動の未然防止、早期
解決を図り、児童が楽しく過ご
せる環境を作る。
・不登校の早期発見、対応に
努め、児童が安心して通える
よう支援する。
・いじめの未然防止、早期発
見を図り、児童が楽しく過ごせ
る環境を作る。

・学年、生活指導部会、管理職間の円滑
な連絡体制の確立、校内職員の共通理
解を徹底し、チームで課題解決にあた
る。
・年３回生活改善週間、チェックシートの
活用や、日々の観察から登校しぶり等に
気がつき、家庭訪問や、電話連絡により
家庭と密に連携を図る。
・年3回のいじめアンケートの活用やセル
フチェックシートによる観察からいじめの
早期発見、対応に努める。
・道徳教育でいじめや差別の問題につい
て考え、日々の行いに立ち返る働きかけ
を行う。

・教師の校内アンケートにおいて
「本校は問題行動が起きたとき、
組織的に対応できているか」が
90％を超える。(昨年度90％)
・保護者アンケートにおいて「お
子さんは楽しく学校に行っている
か」が90％を超える。(昨年度
94％)
・保護者アンケートにおいて「学
校はいじめや心の問題に適切
に取り組んでいますか」が70％
をこえる。(昨年度67％)
・児童アンケートにおいて「あな
たのクラスでは、いじめのないク
ラスづくりに取り組んでいます
か」が90％を超える。(昨年度
86％)

B

(成果)
・職員間で各学年の気になる児童について部会・職員会議等を通して
共通理解することができた。
・各種アンケートを利用して、本校の現状を把握した対応を取ることが
できた。
・教職員アンケートで「本校は問題行動が起きたとき、組織的に対応で
きている」という回答が９４％（昨年度９０％）となり、目標の９０％を上
回った。
・保護者アンケートで「子どもは楽しく学校に行っていますか。」のの回
答が９５％（昨年度９４％）となり目標の９０％を上回った。
・保護者アンケートで「学校はいじめや心の問題に適切に取り組んで
いますか」の肯定的意見の回答が７２％（昨年度６７％）となり目標の
７０％を上回った。
(課題)
①あいさつを進んでする児童が少ない。
②児童アンケートの「あなたのクラスでは、いじめのないクラスづくりに
取り組んでいますか。」の肯定的意見の回答が８５％（昨年度８６％）
で目標の９０％を下回った。
③遅刻する児童が多い。

（課題改善）
①年間目標と月別目標をつくり、複数回啓発することによ
り、挨拶が出来る児童を育てる。
②生活指導対応マニュアルを活用し情報共有の徹底を
行う。
②今後も問題行動の未然防止、早期発見に努め、教師
間での情報共有、組織対応を継続することで、児童が安
心して登校できる環境を整備する。
②今後も校内連携を強化すると共に、専門機関とも情報
を共有して対応していく。
②今後も部会や職員会、マニュアル等を活用して、いじ
め対策や児童への指導の仕方を共通理解して一貫した
対応に努める。また、保護者と丁寧に情報を共有し問題
解決を図る。
②道徳教育と連携して、いじめや差別の問題について学
習の中で考え、日々の行いに立ち返る働きかけを行って
いく。
③保護者と危機意識を共有し問題解決を図る。

・不登校児童はかなり減少してきてい
ると伺っているが、遅刻の児童が気に
なる。原因をしっかり把握し、家庭と連
携した取り組みをお願いしたい。

・言葉遣いがやや乱れてきているよう
に感じる。挨拶、礼儀ともに大事なこと
であると色々な場面で話してほしい。

（４）安全管理

・地震・火災・不審者遭遇時、
児童が自分で判断し、命を守
るための行動をとることができ
るようにする。
・通学路や校内の正しい歩き
方ができるようにする。
・上の２点について、安全指導
について家庭と連携を図りな
がら取り組む。

・今年度は、全校不審者対応防犯訓練を
実施する。その際、事前指導で命を守る
ための適切な行動を考えさせるとともに、
訓練に真剣に取り組めるよう指導を工夫
する。
・通学路や校内の正しい歩き方につい
て、教職員が引き続き意識を統一させ指
導にあたるとともに、生活指導部と連携し
「生活委員会」で啓発を行う。
・児童が、安全について学習したことを保
護者にきちんと伝えられるような指導を行
う。また、指導内容が家庭に伝わる工夫
（手紙、懇談、ホームページ等）をして啓
発する。

・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「もし火事や地震
にあったり、ふしん者に出会った
りしたら、先生がいなくても身を
守る行動がとれますか」で、肯定
的な意見の割合が90％を上回
る。（昨年度94％）　かつ、訓練
に真剣に取り組むことができる。
・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「学校の廊下や道
路では、右側を広がらずに歩くこ
とができている」で、肯定的な意
見の割合が80％を上回る。（昨
年度71％）
・学校評価保護者アンケートの
安全指導の項目「学校は火事や
地震・不審者などの危機に適切
に対応できるような指導や訓練
を行っていますか」で肯定的な意
見の割合が90％を上回る。（昨
年度90％）

B

（成果）
・児童アンケート「もし火事や地震にあったり、ふしん者に出会った
りしたら、先生がいなくても身を守る行動がとれますか」で、肯定的
な意見が９１％(昨年度９４％）で昨年度と同等であった。新型コロ
ナウイルス感染防止による臨時休校のため不審者対応防犯訓練
は中止になり、火災・地震避難訓練も感染防止に配慮しながらの
避難訓練であったが、児童の真剣に取り組む姿が見られた。
（課題）
①保護者アンケート「学校は火事や地震・不審者などの危機に適
切に対応できるような指導や訓練を行っていますか」で、肯定的な
意見が８９％（昨年度９０％）で昨年度と同等であるが、目標にわ
ずかに達していない。
②児童アンケート「学校の廊下や道路では、右側を広がらずに歩
くことができている」で、肯定的な意見は７７％（昨年度７１％）であ
り、昨年度を上回っているが、目標には到達していない。校内の廊
下の正しい歩き方は定着してきたものの、通学路では、まだ広
がって歩いている実態がある。

（課題改善）
①来年度も、新型コロナウイルス感染防止に配慮しなが
ら避難訓練や安全に関する学級指導を実施していく。
①保護者アンケート「学校は火事や地震・不審者などの
危機に適切に対応できるような指導や訓練を行っていま
すか」では、９％の保護者が「分からない」と回答している
ため（昨年度８％）、引き続き訓練の取り組みや指導内容
を家庭に伝え、啓発していく。
②通学路の歩き方については、地域の方と連携して実態
把握ができるようにするとともに、引き続き教職員の意識
を統一させて指導を行う。

・東北地方で大きな地震が発生した
が、日頃の訓練や、対応方法などを学
校、家庭、地域等で共有できるよう、
努めてほしい。特に、低学年の児童
は、中々理解できないので、周りが
しっかり守ってあげられる体制を構築
してほしい。

・ルールを守る習慣化の必要性を繰り
返し啓発し、家庭でも共有してもらえる
ようにして頂きたい。

（５）保健管理

・｢早寝・早起き・朝ごはん｣等
の基本的生活習慣の定着を
はかる。
　
・口腔内の健康の保持増進を
はかる。
感染症対策等を考慮した環境
衛生、

・児童の生活習慣アンケート結果や健康
診断結果をもとに、ほけんだより、ホーム
ページ、個人懇談会などを利用して保護
者への啓発を実施し、学校放送、児童集
会、児童保健委員会等を利用して、児童
への効果的な啓発を実施する。
・保健室での個別指導の強化
・掲示物を利用した啓発活動を行う

・アンケートで、｢早寝・早起きを
守っている｣が70%(昨年度65%)を
上回り、「朝ごはんを食べてい
る」が90%(昨年度92%)を維持す
る。
・歯科受診勧告書の提出率を経
年比較し、受診率が1～4年
60%(昨年度54%)、5･6年40%(昨年
度38%)を上回る。 B

(成果)
・児童のアンケートより、「早寝・早起き」については67%（前年度
64%）、「朝ごはんを食べている」については93%（前年度92%）ができ
ていると回答。「朝ごはんを食べる」ということについては、定着し
つつあるとみられた。
（課題）
①「早寝・早起き」についてはまだまだ定着が難しい。
②歯科受診勧告書の提出率については、今年度の健診時期が前
年度までと大きく違い、比較の対象とならないため、今年度は比較
せず、来年度以降の状況を把握していきたい。
　
◆今年度は昨年度までと違い、コロナウイルス感染症対策として
の動きが大きく加わった。消毒・環境整備、児童への「3密回避」
「清潔行動」についての指導、保護者への啓発等、多岐にわたる
内容を計画実施した。

（課題改善）
①『早寝早起き』にスポットを当てた指導や啓発を
行い、基本的生活習慣の定着につなげていく。
保護者アンケート５の項目の「朝ごはん」と「早寝早
起き」を分けることで、児童アンケートと内容をそろ
え、現状をさらに明確に理解し、啓発内容を充実さ
せていく。
②受診率を上げることは大切だが、それだけでなく
口腔内の健康を保持するための指導や啓発を進め
る。
　
◆来年度以降もコロナウイルス感染症対策につい
ては、刻一刻と変化する状況に応じ、必要な対処方
法を選定、実施していく。

・コロナ感染防止の為、手洗いの徹底
を追加して取り組んでほしい。

（６）保健体育教育

・児童の体力・運動技能の向
上を目指し、運動への意欲・
関心を高める。

・体育施設、備品の充実をは
かり、活動しやすい環境を整
える。

・授業作りについての研修を行い、授業
改善を計る。（ニュースポーツ、準備運動
など）
・授業作りに関する本を配付し授業研究
に生かす。

・各単元が始まる前に備品や消耗品の
チェックを行う。
・備品を整理するために、どこに何がおい
てあるかわかるように視覚的な配慮をす
る。

・学校評価児童アンケートの「休
み時間や家に帰ってから外で遊
んでいますか。」の項目で肯定
的な意見の割合が75％を上回
る（昨年度72％）

・学校評価児童アンケートの①
「学校の図書館や体育館は利用
しやすいと思いますか」②「学校
の道具や器具が壊れたとき、す
ぐに修理してくれていると思いま
すか」の項目で肯定的な意見の
割合が昨年度を上回る。(昨年
度①70％②89％)

B

（成果）
・体育倉庫と北倉庫、体育館内の倉庫の整理を行い、また日頃から教
具の整頓を意識して行ってきた。
・ミニ講座では、体操で気をつけるポイントやラダーをつかったウォーミ
ングアップの研修を行った。どの単元でも使える内容で、実際の授業
でも取り入れているクラスも見られた。
・思考、判断、表現の項目をはじめ、各学年でどのように評価をしてい
るのかを出し合い、情報を共有することができた。
・学校評価児童アンケート、「学校の道具や器具がこわれた時、すぐに
修理してくれていると思いますか。」の項目で、肯定的な意見が８２％
となり、昨年度よりも１２％の上昇が見られた。
その反面、「休み時間や家に帰ってから外で遊んでいますか」の項目
では、肯定的意見が７０％となり、昨年度と同等だった。
・教職員用内部アンケートの項目で肯定的な意見が、「体育のミニ講
座は授業作りの役に立ったか」での肯定的意見が100％、「体育の授
業作りに関する本をいかして授業研究に取り組んだか」がでの肯定的
意見が50％、「教材教具設備は使いやすかったか」では肯定的意見
が100％であった。
（課題）
①体育倉庫の面積に対して多すぎる教具の置き方を試行錯誤してい
る状況がある。
②コロナ禍であることもあってか、外遊びをしている児童のポイントが
下がっている。
③②と関連して、児童の体力の低下が懸念される。

（課題改善）
①不要な教具は廃棄し、使用頻度の低い教具は地
下倉庫へしまうなどして、倉庫内を整頓しやすいよ
うにする。また、誰が見ても分かるように、置き場を
写真や名前シールで示し、整頓できるようにする。
②コロナ禍でも楽しめる遊びを児童へ示したり、コロ
ナ禍が明けてからは委員会で外遊びを誘うような
活動を再開していく。
③体力の低下が予想されるため、各クラスの体育
で準備運動やウォーミングアップを入念に取り組む
ように知らせ、怪我の防止につとめる。
④体育の授業作りに関する本の活用が低かったの
で、資料があることを伝えより活用してもらえるよう
にする。

・以前に比べ、倉庫等がかなりすっき
りして使い勝手が良くなったと思う。
使った用具は元の位置に戻す、大事
に使習慣化も醸成されるので、引き続
き、改善をお願いしたい。

・コロナによって、蜜を防がないといけ
ないので、体力作りの方法等研究した
り、情報収集し、この状況下でも思い
切り身体を動かせるようお願いした
い。

（７）人権・同和教育

人権・同和に関する問題や児
童が抱える問題の対応につい
て職員で情報を共有する。

・学級づくり研修会等の職員研修を実施
し、人権・同和問題への理解を深め、一
人一人の児童に寄り添った学級経営に
取り組む。
・人権同和教育授業参観で、児童の発達
や実態に合わせた人権課題を取り上げ、
授業を行う。
・仲間づくり集会を行い、発表や事後指導
を通して、より良い学級づくりに取り組
む。

・学校評価児童アンケートの「あ
なたがこまったときに先生は相
談にのってくれますか」で肯定的
な回答の割合が90％を超える。
(昨年度91％)
・学校評価教師アンケートの「本
校の教師は悩みや不安を抱え
ている児童の相談にのってい
る。」で肯定的な回答の割合を
維持する。(昨年度100％)
・学校評価児童アンケート、「ク
ラスで苦手なことを頑張っている
友だちを応援できていますか。」
の項目で肯定的な回答の割合
が90％を超える。(昨年度89％）

A

（成果）
・教師アンケートの「本校の教師は悩みや不安を抱えている児童の相
談にのっている」で肯定的な意見が９７％（昨年度１００％）で、昨年度
と同等を維持することができた。
・児童アンケートの「あなたが困ったときに先生は相談にのってくれま
すか」について、肯定的な意見が９１％（昨年度８９％）で目標を達成
することができた。
・児童アンケートの「クラスで苦手なことを頑張っている友だちを応援で
きていますか」　について肯定的な意見が９０％（昨年度８９％)で目標
を達成することができた。
・仲間づくり集会を、コロナウイルスの感染拡大を防止するため、今年
度は動画視聴の形を取って、実施することができた。
・学級作り研修会では、学級経営や掲示に関するさまざまなアイデアを
もらえるいい機会になった。
・性的マイノリティに係る授業を行うことで、LGBTなど、性の多様性に
ついての学習を進めることができた。
（課題）
①仲間づくり集会の実施方法を、授業時数の確保や、コロナウイルス
やインフルエンザ等の感染防止を考慮しながら、工夫していく必要が
ある。

（課題改善）
①コロナウイルスの動向に注意しながら、仲間づく
り集会の目標を達成できるように、取り組みを進め
ていく。

・児童の悩みに対しての取り組み方について、学級
づくり研修会などを活用し、引き続き向上に努めて
いく。

・一堂に集結できない状況で取り組み
も難しいと思うが、コミュニケーション
がしっかり取れる運営を心がけてほし
い。

・感染者は発生していないが、コロナ
でのいじめや家庭環境の変化のある
児童のケアをお願いしたい。

（８）特別支援教育

インクルーシブな社会の構築
に向け、各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍
の児童、通級による指導を受
ける児童についての理解を深
め、思いやりの心を育て、助け
合って共に生きようとする人間
性豊かな子どもを育てる。

・教育のユニバーサルデザイン化を推進
し、基礎的環境整備を図る。チェックシー
トを作成し、学校全体で共通理解して取り
組む。学校全体で「意識できていない」項
目に着目し、改善策を検討する。
・支援教育研修会で各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍の児童、通
級による指導を受ける児童についての理
解を深める。
・部会（校内委員会）で支援の必要な児童
について整理・報告し、各学年におろすこ
とで全職員で共有していく。
・各学級の配慮が必要な児童に対し、ど
のような合理的配慮を行うとよいか、
様々なケースから具体策を検討する研修
を行い、日々の実践にいかす。
・各学級の配慮が必要な児童について、
校内の支援の流れを整備する。

・教育のユニバーサルデザイン
化チェックシートの項目で学期ご
とにチェックし、学期を追うごとに
「意識できている」が増える。
・学校評価アンケート（教職員
用）「本校は校内委員会やコー
ディネーターを置き、組織的に取
り組んでいる。」（昨年度100%）
「本校は学習面・生活面等で配
慮の要する児童に対する具体
的な指導の手立てを工夫して指
導を行っている。」（昨年度94%）
「本校は学習面・生活面等で児
童が学びやすく、過ごしやすい
環境づくりに向けて基礎的環境
整備（ＵＤ化）に取り組んでい
る。」（昨年度100%）の項目で、
肯定的な回答の割合を維持す
る。

・学校評価アンケート（児童用）、
「クラスで苦手なことを頑張って
いる友だちを応援できています
か。」の項目で肯定的な回答の
割合が90％を超える。(昨年度、
89％）

A

（成果）
・教育のユニバーサルデザイン（UD)化シートを作成し、全校で共通理
解して進めることができた。
・ユニバーサルデザイン化チェックシートの20項目の内18項目で、「意
識できている」という回答が増えた。
・UD化チェックシートをもとにUD通信を作成し、UDの具体例について
の発信や共有化を図ることができた。
・配慮が必要な児童について、部会やケース会議などで、手立てや方
向性を話し合い支援体制を組むことができた。
・特別支援学級在籍児童や通常学級で配慮が必要な児童の現状を、
研修を通して、全職員で把握し、情報を共有することができた。
・教職員アンケート
「本校は校内委員会やコーディネーターを置き、組織的に取り組んで
いる。」100%（昨年度100%）「本校は学習面・生活面等で配慮の要する
児童に対する具体的な指導の手立てを工夫して指導を行っている。」
97％(昨年度94%）「本校は学習面・生活面等で児童が学びやすく、過
ごしやすい環境づくりに向けて基礎的環境整備（ＵＤ化）に取り組んで
いる。」100％（昨年度100%）の項目で、肯定的な回答の割合を維持す
ることができた。
・児童アンケート
「クラスで苦手なことを頑張っている友だちを応援できていますか」　に
ついて肯定的な回答の割合を維持することができた。９０％（昨年度８
９％）
（課題）
①教育のUD化に向けて研究推進部との連携をしていく必要がある。
②研修会や職員会議の中で支援に必要な児童についての情報を共
有してきたが、更に学級や通級と密に連携をとる必要がある。
③低学年時より、支援が必要な児童に対して様々な方向から手厚く支
援していく必要がある。

（課題改善）
①教育のＵＤ化についても研究推進部と連携して
進めていく。
②各学級の支援の必要な児童について、毎月の部
会（校内委員会）において整理・報告し、各学年に
おろすことで全職員で共有できるようにする。
③学級や通級と密に連携をとりながら、早期に支援
が必要な児童に対する方針を検討、実施できるよう
にする。

・ユニバーサルデザイン化の更なる進
化に期待している。

（９）特別活動

・多様な他者と協働する様々
な集団活動の意義や活動を
行う上で必要となることについ
て理解し、行動の仕方を身に
付ける。
・集団や自己の生活、人間関
係の課題を見いだし、解決す
るための話し合い、合意形成
を図ったり、意思決定したりす
る。
・集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成す
るとともに、自己の生き方につ
いての考えを深め、自己実現
を図ろうとする態度を養う。
・児童の自発的、自治的な活
動を通して、学級経営を充実
させる。

・学級活動を中心として話し合い活動を
行い、児童が積極的に学校をより良くす
るために行動や発言していくようにする。
そのために、笹原小学校としての話し合
いの型を作り、どのような学年の児童が
集まっても同じ話し合いができ、合意形成
できるようにする。(委員会、高学年用の
型は活用されているので、低学年用の話
し合いの型を作成する）

・児童会活動（委員会活動や児童会行
事）を通して、学校および児童が活性化
する取り組みを考え、発信していくととも
にクラブ活動などの異学年交流を通して
人間関係を育成する。
・児童朝会を年間6回行い、児童会の
日々の活動を全校児童に伝える。

・学校評価のアンケート「委員会
活動を計画的に行えたか」「クラ
ブ活動を計画的に行えたか」の
項目で肯定的な意見が90％を
上回る。（昨年度86％）

B

（成果）
・学校評価のアンケート「委員会活動を計画的に行えたか」の肯定
的な意見が93％、「クラブ活動を計画的に行えたか」の肯定的な
意見が93％と、共に目標を達成することができた。

（課題）
①学級において、話し合いの形態を取ること自体が難しく、話し合
いの型を用いた従来の学級会（話し合い活動）の形を目指していく
ことが難しかった。
②児童朝会が出来なくなり、委員会の活動を全校児童に伝える機
会を作ることが難しかった。

（課題改善）
①今後の状況を鑑みながら、学級会の形を特別活動部
から提案していくことにより、それぞれの学級で行われる
学級活動（学級会）の教育活動の質に差が生まれないよ
うにしていく。
②委員会の回数にもよるが、児童会活動の成果や努力
を全学年の児童に知らせる機会を設けていく。その方法
として、児童朝会にこだわることなく、今できる形を模索し
ながら進めていく。

・今年度は特別活動も大きな影響を受
けたと思うが、従来と違った活動方法
を模索する機会と考えられる。検討し
てみてはどうか。

（10）情報管理

ICT機器を活用し、わかりやす
い授業作りに努める。
USBメモリ等の情報管理方法
について全職員で周知徹底を
はかる。

・パソコンルームや情報機器についての
基本的な使い方についての研修会を実
施するとともに、タブレット端末の使い方
の研修を行う。
・情報機器を整理し、どこに何があるかわ
かりやすいようにする。
・プログラミング教育の基本的な取り組み
について研修を行い、周知を図る。
・USBメモリの管理表を作成し、適切に使
用する。
・個人情報の取り扱いについて年度初め
等定期的に注意喚起を行う。

・①学校評価教師アンケートの
「本校は児童・保護者の個人情
報の保護に努めている。」で昨
年度より肯定的な回答の割合を
維持する。（昨年度97％）
②学校評価保護者アンケートの
「学校は子ども・保護者に関する
個人情報を適切に保護していま
すか。」で肯定的な回答の割合
が80％を超える。（昨年度80％）
③学校評価児童アンケート「先
生は、ＩＣＴ機器（テレビやパソコ
ン・タブレット等）を使って、教え
方にいろいろと工夫しています
か。」で肯定的な回答の割合が
90％を超える。

A

（成果）
　iPadの利用活用が増加　Schooltaktの活用推進・研修実施
　School Taktの活用によるデジタル化（健康管理表）
　会議室の情報棚の活用
　職員室後方の視聴覚室との棚の共有
　保護者と学校間の連絡のデジタル化を進めることができた　ＱＲコー
ド・ついたもん
　笹原小学校ＨＰのアクセス数　月間平均１万５０００アクセス
 １４．【学校は子ども・保護者に関する個人情報を適切に保護していま
すか。】昨年度８０％今年度８４％
１５．【学校は「学年だより・笹小だより」やＨＰ、下校メールなどで教育
活動の様子を保護者に伝えていますか。】昨年度９６％今年度９６％

【教師】
２０．【本校は児童・保護者の個人情報の保護に努めている。】昨年度
９７％今年度９８％
２１．【本校の教師は情報機器を活用し、分かりやすい授業づくりに取
り組んでいる。】昨年度９７％今年度９２％
（課題）
①ＨＰ更新頻度が少ない。
②備品・消耗品等の管理徹底
　ＨＤＭＩ変換ライトニングケーブル・デジタルカメラ・充電ケーブル

（課題改善）
①ＨＰ更新の推奨→各学年の情報担当に月１回のＨＰ
アップロードをお願い
②管理体制　→情報担当を通して、管理＆管理名簿

・コロナによって、タブレットによるオン
ライン学習が一気に進むことになると
思うが、その反面、セキュリティ問題の
リスクも高まることが予想される。情報
漏洩も起こらぬよう徹底することを望
む。

・工夫次第で、授業に面白みも出てき
て、児童によっては大きくプラスになる
と思う。期待している。

（11）保護者・地
域との連携

学校通信に加え、ホームペー
ジやメール配信を活用し、学
校から積極的な情報発信を行
う。
学校行事、地域行事などを通
して、地域、コミュニティスクー
ルとの関係を深めていく。

・多くの教職員がホームページを更新で
きるよう周知し、チェックシートを活用して
どの学年も情報を発信していく。
・地域行事等に可能な限り教職員が参加
できるよう呼びかける。

・毎月、学校通信・学年通信を発
行する。
・学校評価保護者アンケートの
「学校は「学年だより・笹小だよ
り」やＨＰ・下校メールなどで教育
活動の様子を保護者に伝えてい
ますか。」で昨年度より肯定的な
意見の割合を維持する。（昨年
度96％）
・各学年の学びの具体的な様子
を毎月１回程度ホームページで
公開する。

A

(成果）
・「学年便り・笹小だより」やHP、下校メールなどで教育活動の様
子を保護者に伝えていますか。昨年度と同じ96%の肯定的意見を
維持することができた。特に、コロナ禍における臨時休業中は、
HPで各学年からのメッセージ配信や下校メールでの情報発信を行
い、学校の様子を伝えた。
・「学校は保護者や地域の方と協力して、学校教育や社会教育を
行っていますか。」において、肯定的意見が88%と維持することが
できた。また、臨時休業中は、「ささたん通信教育システム」を実施
し、保護者の協力を得て、教育活動の維持に努めた。
（課題）
①「保護者や地域の方と協力して、学校教育や社会教育を行って
いますか。」において、分からないとの解答が10%ある。

（課題改善）
①保護者や地域の方と協力している取組について、引き
続きHPや笹小だより、下校メール等を活用して発信す
る。
①学校運営協議会との協働により、地域や保護者ととも
に子どもたちを育てる方策について、継続して検討する。

・笹ポーターの九九の聞き取りは、イ
ンパクトが大きかったと思う。連携の輪
が広がるよう、発信強化が重要になる
と考えられる。

（12）施設・設備

・児童が安全に学校生活を送
れるよう、修繕・改修すべき施
設・設備がないか確認すると
ともに、既存の施設を安全に
使えるよう、また、新しい施設
を快適に使えるよう児童に指
導していく。
・「きれいにしよう」とする意
思・能力・態度を育て、清掃時
間が自分を磨く時間となるよう
指導していく。

・毎月１回の安全点検を行い、技能員と
連携して迅速な対応を行うとともに、安全
な設備の使い方の指導を適宜行う。
　
・全職員は自分の担当場所だけでなく近
くの清掃場所も見回る。
・学校評価アンケートに清掃に関する項
目を付け加える。（職員：学校は清掃につ
いて意欲的に取り組むよう指導できてい
る。保護者：学校は児童に清掃の仕方や
意義を指導している。児童：あなたは掃除
に前向きに取り組んでいますか。）

・学校評価児童アンケートの施
設・設備の項目「学校の道具や
器具が壊れた時、すぐに修理し
てくれていると思いますか」で肯
定的な意見の割合が85％を超
える。（昨年度70％）
・学校評価教職員アンケートの
施設・設備の項目「本校は施設・
設備などの点検を定期的に行っ
て安全に気を配っている」で、昨
年度と同等を維持する。（昨年
度100％）
・学校評価アンケートの実施。
・環境整備に対し児童、職員の
意識が向上する。

B

（成果）
・児童アンケート「学校の道具や器具が壊れた時、すぐに修理して
くれていると思いますか」で肯定的な意見が８２％（昨年度７０％）
であり、目標には達成しないが、昨年度を大きく上回った。
・学校評価アンケートに清掃に関する項目を付け加えることができ
た。
・児童アンケート「あなたは清掃に前向きに取り組んでいますか」
で、肯定的な意見が９０％、保護者アンケート「学校は児童に清掃
の仕方や意義を指導している」で、肯定的な意見が７７％、教職員
アンケート「学校は清掃について意欲的に取り組むように指導でき
ている」で肯定的な意見が８％であった。
（課題）
①教職員アンケート「本校は施設・設備などの点検を定期的に
行って安全に気を配っている」で、肯定的な意見が９５％（昨年度１
００％）であった。
②児童・保護者・教職員の中で、清掃についてのアンケート結果
にばらつきがある。

（課題改善）
①引き続き技能員と連携し、施設・設備を安全に使用で
きるよう、迅速な対応を行う。
②掲示物や委員会活動等で清掃に関する情報を発信、
啓発していく。
②清掃活動が充実したものになるよう、さらに清掃道具
のを補充、点検する。
②今年度の３者アンケートの結果を基に、肯定的な意見
の割合が維持される、もしくは上回るように情報を啓発、
発信していく。
②地域の方と連携し子どもたちの清掃活動を見守る。

(6)の項目でもあったが、整理整頓を進
めることによって、きれいに保つという
心理が醸成されるので、まずは標示
物も含め、教室の備品等の見直しを
進めてほしい。清掃道具で気になる点
は、自在ほうきに埃が絡みついてお
り、まき散らしているため改善の余地
がある。

学校関係者評価総括　　

次年度に向けた重点的な改善点

・コロナを見据えた行事のあり方（保護者に見てもらえる、知ってもらえる工夫）
・授業時の姿勢（椅子の座り方、鉛筆の持ち方、字を書く姿勢）への注視
・心のケア（コロナによって従来通りの学校生活が行えないことへのストレス軽減→児童、教師双方)

項目

①不登校・いじめ・問題行動の未然防止・早期発見・即時対応に努め、家庭や地域、学校運営協議会、関係機関と連携した取り組みを進める。

③学校だよりやホームページ、保護者向け一斉メール配信等を活用して、積極的な情報発信を行うとともに、情報管理を徹底する。

⑥「きれいにしよう」とする意思・能力・態度を育て、掃除時間が自分を磨く時間となるよう指導する。

⑦学校生活のきまりについて全職員が共通理解をはかりつつ指導にあたる。
重点目標

⑧楽しく安心して運動に取り組むことができるよう指導する。

学

力

の

向

上

Ⅱ開かれた学校作り

2020年度　学校評価総括表　　伊丹市立笹原小学校                                                                                                   

教育目標 心身豊かに学び合う子どもの育成

Ⅰ学び合いの学校づくり

①教育目標の具現化に向けて、学校評価検討委員会及び学校運営協議会を計画的に開催し、課題を共有して組織的改善に取り組む。

②伝え合いひびき合う学びを目指して、「聴く力」「話す力」「話すための書く力」を中心としたコミュニケーション能力を各学年で系統的に指導し、基礎・基本の定着をはかる。

開

か

れ
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頼

さ

れ

る

学

校

園

コロナで大変な1年だったが、代替行事の企画や実行、授業内容を繰り越さず履修し終えたことに敬意を表す。。アンケート結果も例年と大差なく、維持できているが、更に良くなるよう学校・保護者・地域の連携
を強化して取り組んでいきたい。

③学習面や行動面で個別支援の必要な児童の情報共有を推進するとともに基礎的環境整備の充実、合理的配慮の提供に努める。

④一人ひとりの子どもにたくましく生きる力やお互いを思いやる心を培うキャリア教育と道徳教育を推進する。

⑤教員の情報機器の活用能力の向上をはかり、よりわかりやすい授業作りに努める。

②災害からの身の守り方や交通ルールなど校内外での安全な過ごし方の指導を徹底するとともに、職員・地域・保護者で連携をはかり、子どもたちの安全を守る。
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心
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や
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